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篠
岡
神
社
報 下末の氏神 天満天神社の例祭の様子 

 

元
来
氏
神
と
は
、
あ

る
氏
族
の
祖
先
神
の

事
を
指
し
ま
し
た
。
例

え
ば
古
代
か
ら
貴
族

と
し
て
有
名
な
藤
原

(

中
臣)

氏
の
祖
先
を
辿

る
と
天
児
屋
根
命
に

行
き
つ
き
、
藤
原
氏
は

平
城
京
に
お
い
て
天

児
屋
根
命
を
祀
る
神

社
を
創
建
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
春
日
大
社
で

あ
り
、
故
に
藤
原
氏
の

氏
神
神
社
＝
春
日
大

社
と
言
え
る
わ
け
で

す
。
歴
史
は
流
れ
、
中

世
後
期
頃
に
な
る
と

惣
村
（
そ
う
そ
ん
）
と

言
う
、
現
代
の
大
字
に

つ
な
が
る
集
落
が
形

成
さ
れ
始
め
ま
す
。
こ

れ
ら
の
共
同
体
は
自

ら
の
集
落
の
発
展
と

守
護
を
願
い
、
神
社
が 

上 

末 
    

八

幡

社 

大

字

上

末

字

新

田

一

二

五

番

地 

 

下 

末 
    

天
満
天
神
社 

大
字
下
末
字
天
神
前
一
四
七
五
番
地 

 

池
之
内 

    

八

幡

神

社 

大
字
池
之
内
字
雨
作
六
三
一
番
地 

 

林 
    

三

明

神

社 

大

字

林

北

一

〇

一

番

地

の

一 

 

野 

口 
    

白

山

社 

大
字
野
口
字
神
尾
前
二
八
七
七
番
地 

 

野 

口 
    

神

明

社 

大
字
野
口
字
勾
当
田
二
五
七
七
番
地 

 

野 

口 
    

八

幡

社 

大
字
野
口
字
惣
門
二
二
〇
七
番
地 

 

大 

山 
    

兒

社 

大

字

大

山

字

郷

島

四

一

二

番

地 

発
行 

宮

司

 

加

藤

祐

佑 

〇
五
六
八
‐
七
七
‐
四
三
二
〇 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
東
春
神
社
考
」  

 

無
い
地
域
で
は
新
た

に
神
社
を
創
建(

勧

請)

し
ま
し
た
。
下
末

の
天
満
天
神
社
、
上
末

の
八
幡
社
等
は
そ
れ

に
あ
た
り
、
ま
た
林
の

三
明
神
社
や
野
口
の

神
明
社
、
大
山
の
兒
社

は
中
世
以
前
か
ら
そ

の
地
に
鎮
座
し
て
い

た
も
の
が
、
そ
の
ま
ま

村
の
氏
神
神
社
と
な

り
ま
し
た
。 

本
来
は
「
一
族
の
祖

先
で
あ
る
神
を
祀
る

神
社
」
の
み
を
氏
神
神

社
と
言
い
、
村
落
共
同

体
の
所
有
た
る
神
社

は
「
産
土
神
社
」
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
産
土
神

社
は
「
そ
の
人
が
産
ま

れ
た
場
所
に
鎮
座
す

る
神
社
」
と
さ
れ
る
場 

合
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
氏
族
社
会
も
村
落

共
同
体
も
衰
退
し
て

久
し
い
現
代
に
お
い

て
は
、
氏
神
神
社
と
産

土
神
社
は
ほ
ぼ
同
一

の
も
の
と
し
て
分
類

さ
れ
ま
す
。 

 

氏
神
神
社
の
対
象

地
域
、
所
謂
氏
子
地
域

に
つ
い
て
は
、
神
社
の

合
祀
や
宅
地
化
が
進

ん
だ
地
域
を
別
と
す

る
と
、
篠
岡
地
区
で
は

野
口
を
除
い
て
は
概

ね
、
下
記
神
社
一
覧
と

大
字
＝
氏
子
地
域
で

一
致
し
て
い
ま
す
。

尚
、
昭
和
後
期
の
新
興

住
宅
地
で
あ
る
桃
花

台
を
氏
子
地
域
と
す

る
神
社
は
、
あ
り
ま
せ

ん(

高
根
を
除
く)

。 

氏
神

う
じ
が
み

神
社
に
つ
い
て 

み
な
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
に
は
、「
氏
神
（
う
じ

が
み
）」
神
社
と
呼
ば
れ
る
神
社
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
今
回
は
氏
神
と
産
土
神
の
違
い
、
ま
た
氏
子(

産

子)

地
域
に
つ
い
て
ご
説
明
致
し
ま
す
。 



祭
典
予
定 

 

十
二
月 

二
十
四
日
天
満
天
神
社
月
次
祭 

 

一
月 

一
日 

池

之

内

八

幡

神

社

歳

旦

祭 

野
口
白
山
社
歳
旦
祭 

 

兒
社
歳
旦
祭 

 

野
口
神
明
社
歳
旦
祭 

 

三
明
神
社
歳
旦
祭 

 

野
口
八
幡
社
歳
旦
祭 

 

上
末
八
幡
社
歳
旦
祭 

 

天
満
天
神
社
歳
旦
祭 

 

二
月 

七
日 

池

之

内

八

幡

神

社

厄

除

祈

祷 

 

上
末
八
幡
社
厄
除
祈
祷 

 

天
満
天
神
社
各
種
祈
祷 

 

十
四
日 

野
口
神
明
社
厄
除
祈
祷 

 

三
月 

十
七
日 

野
口
神
明
社
祈
年
祭 

 

三
明
神
社
祈
年
祭 

 

池

之

内

八

幡

神

社

祈

年

祭 

 

天
満
天
神
社
祈
年
祭 

 

野
口
八
幡
社
祈
年
祭 

 

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
最
新
の
予
定
及
び
詳
細

な
時
間
は
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
下

さ
い
。 

 

お
知
ら
せ 

 

正
月
期
間
授
与
所
開
設
に
つ
い
て 

 

お
正
月
期
間
の
御
守
等
の
授
与

に
つ
い
て
は
左
記
の
通
り
と
な
り

ま
す
。 

上
末
八
幡
社
…
一
日
午
前
の
み
有

人
、
十
日
頃
迄
は
無
人
に
て
対
応
。 

天
満
天
神
社
…
一
日
零
時
よ
り
正

午
頃
ま
で
有
人
、
十
日
頃
迄
は
無

人
に
て
対
応
。
但
し
、
四
日
の
み

九
時
～
十
六
時
迄
有
人
。 

※
両
社
と
も
無
人
対
応
は
野
菜
の

無
人
販
売
所
の
様
な
形
式
で
す
。 

 

新
年
団
体
祈
祷
に
つ
い
て 

 

下
末
の
天
満
天
神
社
で
は
、
一

月
四
日
に
企
業
・
団
体
向
け
の
新

年
祈
祷
を
予
約
制
に
て
執
り
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
公
式
サ
イ
ト
を

ご
覧
下
さ
い
。 

 

厄
除
等
の
祈
祷
に
つ
い
て 

 

池
之
内
、
上
末
、
野
口
の
各
神

社
に
於
け
る
厄
除
祈
祷
は
、
地
域

回
覧
で
の
募
集
に
よ
り
上
記
祭
典

予
定
の
通
り
に
執
り
行
い
ま
す
。

下
末
天
満
天
神
社
に
つ
い
て
は
下

末
在
住
で
な
い
方
も
当
日
申
込
が

可
能
で
、
厄
除
、
家
内
安
全
、
合

格(

学
業
成
就)

祈
祷
を
執
り
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
十
二
月
中
旬
以

降
に
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

天
満
天
神
社
進
入
路
に
つ
い
て 

 

去
る
十
月
中
旬
、
下
末
天
満
天

神
社
の
境
内
北(

県
道1

9
9

号
線

沿
い)

に
、
神
社
看
板
を
設
置
致
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
今
後
は

県
道
よ
り
直
接
神
社
境
内
へ
車
で

進
入
可
能
と
致
し
ま
す
。
車
で
の

進
入
及
び
平
時
の
駐
車
場
所
は
、

県
道
→
「
理
容
の
ゝ
川
」
さ
ん
西

進
入
路(
セ
イ
ソ
ー
工
場
入
り
口)

→
左
折
し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と

の
ゝ
川
さ
ん
の
間
の
空
き
地
に
な

り
ま
す
。
お
正
月
や
二
月
の
学
神

祭
、
他
行
事
等
で
境
内
グ
ラ
ン
ド

へ
の
進
入
路
の
チ
ェ
ー
ン
が
外
さ

れ
て
い
る
と
き
は
、
県
道
か
ら
社

殿
近
く
ま
で
直
接
車
で
入
る
事
が

出
来
ま
す
。
従
来
通
り
陶
川
沿
い

か
ら
お
入
り
頂
く
事
も
可
能
で
す
。 

下
末
区
民
の
方
で
参
集
殿(

公
民

館)

利
用
の
為
に
県
道
か
ら
進
入
、

参
集
殿
南
に
駐
車
の
方
は
ご
自
身

で
チ
ェ
ー
ン
を
外
し
、
お
帰
り
の

際
に
は
元
通
り
に
チ
ェ
ー
ン
を
付

け
て
頂
く
様
お
願
い
致
し
ま
す
。 

何
れ
の
場
合
も
、
歩
行
者
に
留
意

し
境
内
で
は
最
徐
行
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
十
二
月
中
旬
迄
に
各
所

に
矢
印
看
板
を
設
置
予
定
で
す
。 

(

図
参
照
、
矢
印
が
進
入
路
、 

四
角
囲
い
が
平
時
県
道
か
ら
進
入

の
場
合
の
駐
車
場
所) 

 

次
回
発
行
予
定
に
つ
い
て 

「
篠
岡
神
社
報
」次
号0

0
4

号
は
、

三
月
中
旬
頃
発
行
予
定
で
す
。 

 

  

 


